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Vヽ な ん ば 23号

笑
顔
で
元
気
に

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

た
じ
ま
荘
所
長

上

田

あ

ゆ

み

日
頃
は
た
じ
ま
荘
の
運
営
に
格
別
の
こ
理
解
と
こ
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、
長
期
間
の
面
会
自
粛

・
オ
ン
ラ
イ
ン

面
会
に
こ
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
三
方

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
た
じ
ま
荘
の
ガ
ー
デ
ン
は
、
予
定
通
リ
オ
ー

プ
ン
し
て
利
用
者
様
に
散
策
し
て
も
ら
い
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
七
月
よ
り
、
保
育
園

と
の
交
流
会
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
行
事
も
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら

始
め
て
お
り
ま
す
。
八
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
盆
踊
り
大
会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

八
月
末
に
利
用
者
様
と
職
員
に
よ
る
納
涼
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
感
染

予
防
に
努
め
な
が
ら
、
利
用
者
様
が
笑
顔
で
元
気
に
過
こ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
職
員

一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
こ
支
援

。
こ
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
目
指
し
て

こ
と
ぶ
き
苑
所
長
　
占
呈
　
挿
一
　

去
［
　
‐′水

日
頃
は
、
こ
と
ぶ
き
苑
の
運
営
に
格
別
の
こ
理
解
、
こ
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
さ
て
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
利
用
者
様
に
は
大
変
な
こ
迷
惑
と
こ
不
便

を
お
か
け
し
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
外
出
等
が
で
き
な
い

状
態
が
こ
ん
な
に
も
長
く
続
く
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
収
束
ま
で
に

は
長
い
月
日
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
気
を
引
き
締
め
て
感
染
症
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
新

し
い
生
活
様
式
に
則
り
、
今
後
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
こ
と
ぶ
き
苑
の
老
朽
化
し
た
風
呂
場
を
現
在
改
築
中
で
す
。
こ
の
号
が
出

る
こ
ろ
に
は
、
新
し
い
お
風
呂
場
で
利
用
者
様
は
入
浴
で
き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
少

し
で
も
快
適
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
ヘ
ロ
を
転
じ
ま
す
と
、
定
期
巡
回

・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
事

業
の
充
実
、
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充
等
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
課
題
は

多
い
で
す
が
、
地
域
福
祉
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令和元年度 決算報告

ことぶき苑 た じま荘

令和元年度 決算報告
(単位 :円 )

前期末支払資金残高 ▲ 6,753,303

当期末支払資金残高 ▲14,822,758

(単位 :円 )

前期末支払資金残高 9,752,335

当期末支払資金残高 14,384,]]7

勘 定 科 目 決 算 額

介護保険事業収入 ]15,689,689

老人福祉事業収入 ]08,245,830

障害福祉サービス等事業収入 4,076.540

受 託 事 業 等 収 入 32,275,27]

経常経費補助金収入 3.534.860

経常経費寄附金収入

過 年 度 収 入 39,410

そ の 他 の 収 入 619,633

事業活動収入計 (1) 264,5]8,233

施設整備等補助金収入

施設整備等収入計12)

積立資産取崩収入 3820000

拠点区分問繰入金収入

その他の活動収入計131 3.820,000

収入合計(1)+(2)+(31 268,338,233

勘 定 科 目 決 算 額

人 件 費 支 出 163,85],870

事 業 費 支 出 44,416,568

事 務 費 支 出 54,874,491

利用者負担軽減額 14,759

事業活動支出計 (41 263.157.688

固定資産取得支出

施設整備等支出計t51

積 立 資 産 支 出 9.213.000

拠点区分間繰入金支出 4,037,000

その他の活動支出計161 ]3,250,000

276,407,688

勘 定 科 目 決 算 額

介護保険事業収入 615,749,996

老人福祉事業収入 956,318

障害福祉サービス等事業収入 791,679

受 託 事 業 等 収 入 604,846

経常経費補助金収入 510,220

経常経費寄附金収入 21000

2,278

そ の 他 の 収 入 687,602

事業活動収入計 |]) 619,323,939

施設整備等補助金収入

施設整備等収入計(2)

積立資産取崩収入 ]5.023.000

拠点区分間繰入金収入

その他の活動収入計13) ]5,023.000

収入合計(1)+(2)十 (3) 634,346.939

勘 定 科 目 決 算 額

人 件 費 支 出 374,887,982

事 業 費 支 出 99,325,978

事 務 費 支 出 56,759,463

利用者負担軽減額 4,673,347

そ の 他 の 支 出 10,387

事業活動支出計 (4) 535.657.157

固定資産取得支出 ]],559,000

施設整備等支出計(5, ]],559,000

積 立 資 産 支 出 38,726,000

拠点区分間繰入金支出 43,773,000

その他の活動支出計16｀ 82,499,000

支出合計(4)十 (5)+(6) 629,7]5,]57支出合計14)十 (5,+16)

収 入 の 部

37,000

収 入 の 部

過 年 度 収 入
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特別養護老人ホームたじま荘では、在宅で介護されている皆さんのために、

今年度も豊岡市の委託を受けて、家族介護支援事業と介護教室を行います。

新型コロナウイルス対策を請じて行う予定ですので是非、ご参加下さい。

。介護について勉強しませんか。

。理解しあえる仲間作りをしませんか。

。日帰り旅行に行つて、リフレッシュしませんか。

年 間 予 定 (※ コロナの関係等で変更・中止になる場合もあります)

‐

“

‐|、、
■

″̈
一̈
一
″̈
″″
″
″
″″
″
ｒ
一̈」
一
一
ｒ̈
ｒ″
″
ｒ
″
一̈
一一
¨
・・・．・̈・・．・・・．̈
″
ｒ
ｒｒ
一̈喘
¨
・・・．一̈
″̈
一̈
一
一
一一
″̈
一̈
・̈・・．中”
¨̈

*事業実施者
*実 施 場 所
*参 カロ 料
*募 集 定 員
*締 め 切 り

*そ の 他

豊岡市

豊岡市日高町十戸455 たじま荘研修室など

旅行の昼食代、入館料、材料費等実費負担いただきます。

約25名

7月 20日 (月)ま でですが、随時受け付けます。

全回、参加出来なくても結構です。是非ご参加下さい。
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日 程 時 間 内 容

第 1回 7月 30日 (本) 13:30～ 15:00
事業開始・意見交換会

定期巡回訪問介護・看護について

第.2回 8月 21日 (金 ) 13:30～ 15:00 お薬のことについて

第 3回 9月 23日 (水) 13:30～ 15100 介護技術研修 (排泄介助等)

第 4回 10月 22日 (本) 10:00～ 15:00 日帰り旅行 (施設見学)

第 5回 11月 16日 (月 ) 13:30～ 15:00 リース教室

12月 4日 (金) 13:30～ 15:00
高齢者の食事について

事業終了・懇親会
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第 6回

特別養護老人ホーム たじま荘 (担当 :堀井・小林 )

電話番号 0796-44-1730
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ふれあい喫茶 (デザー トバイキン

グ)を実施し意した。ひまわりとあ
じさいの形をした和菓子、おはぎ、

2色ゼリー、たこ焼きをバイキング

形式で自由に選んでいただき、お好みの飲み物とともに召し上がら

れました。「ごっつおうや」「おはざがええなあ」「あんたも一緒に

食べようや」と同じ郷の方たちや職員と話しながらゆったりとした

時間をお過ごしいただきました。感染症防止対策により行事がなか

なか行えない中、皆様に楽しんでいただけて良かったです。

:

′型|ワ贄似乃フ(腱鐵想じ噸灌)d鑓医眠け

たじま荘では、利用者様、職員双方にとっ

て出来るだけ負担の少ないケアを目指して、

ノーリフティングケア (持ち上げない介護 )

の推進に取り組んでいます。

前年度から引き続き、全職員を対象とし

た実技練習会や腰痛調査の実施、全利用者

様のケアの見直し、介助用グローブや移乗

用リフ ト等の福祉用具の導入、実際のケア場面以外の業務の見直しを行っています。

令和 2年 3月 には兵庫県のノーリフティングケアモデル施設として認定され、今年

度は更なる推進・定着を目標に取り組んでいきたいと思います。

夜間想定急変時対応訓練を行いました。

夜間、利用者様の急変時は、支援員のみ

で対応することがほとんどで職員数も少

ないため、利用者様の急変時の対応には

不安があります。そのため、少しでも慌

てず冷静に動けるように心肺蘇生法、救

急車の呼び方等を学びました。

新任の職員も、いざというときのために、真剣に学んでいました。

■|_._・ 1■ |・
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令和 2年 4月 から、新しい事業としてことぶき苑短期入所生活介護

事業を始めました。従来型個室で 2床ですが、併設の養護老人ホーム

ことぶき苑の利用者様と一緒に楽しく、にぎやかに過ごされてはいか

がでしようか。職員一同、心よりお待ちしております。ご利用につい

ては、担当のケアマネジヤー様までご相談下さい。
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七夕の様子

今年は利用者の皆様が楽しみにしている地域との

交流ができていない現状です。少しでも楽しめるよ

うにと4月 には花見にて桜餅を提供し、書道クラブ、

絵手紙クラブ、ビデオ鑑賞を行い、 7月 には七夕飾
りを職員と―緒に行いました。盆踊りは「夏まつり」

として内容を検討しております。今後も行事の形を

変えながら工夫していきます。

■
・‐1 ‐|:lll

■
三 ‐
ラウンド0ケア0サービスことぶき

ラウンド・ケアサービス 。ことぶきは、

事業開始からまもなく2年が経過します。

普及活動や、実績を積みながら少しずつ

ですがニーズも高まつてきています。

365日 24時間体制で、医療と介護が連

携を取りながらサービスを展開すること

により利用者様が住み慣れた自宅で、一日

でも長く安心して生活できるようお手伝

いをさせていただいています。これからも

利用者様の笑顔を一番に考えて、心温まる

サービスを提供していきたいと思います。

_羹 外 、)

轟、

く_,

1 ‐警 1,

かんらん舎 (認知症対応型通所介護)で |ま「季節の移ろい
を感じながら過ごしていただく」ということを大切にしてい

ます。

レクリエーシ∃ンでは、色鮮やかな折り紙で手作業を取り

入れながら七夕飾りを作ったり、いただき物の梅を利用し梅

ジュース作りに挑戦しました。ヘタを取り、お砂糖と一緒に

びん |こ入れてとても美味しい梅ジュースが出来上がり 1初夏

の味覚を味わいながら会話と笑顔が弾みました。

また、 日常では中庭で様々な植物を栽培し、育つた花を摘
み取り生け花にして飾り、身近に季節を感じながら憩いのひ

と時を過ごしていただいています。

▼

「▼1マスクいただきました
▼

ことぶき苑の近隣の方から、手作

リマスクをいただきました。大切に

使わせていただきます。

ありがとうございました。

鰈かんらん舎



森の郷では、春のあたたかな気候の

なか、桜やまるこガーデンに植えた花

を観賞しました。「花がきれいに咲いて

るなあ」等の声も聞かれ、楽しまれて

いる様子でした。また、ユニツト調理

ではバンケーキを作りました。出来栄

えを尋ねると、「美味しかつたわぁ」「ま

たしたいなあ」等、笑顔が多く見られ、

喜んでいただけたようでした。

外出や行事等が行えない中ではありますが、月の郷では、

利用者様に楽しみや季節を感じていただけるように支援をさ

せていただいています。春にはたじま荘に咲いた桜を観賞し、

「天気も良くて気持ち良い」と花見を楽しまれました。ユニッ

ト調理ではいちご大福やチョコバナナを作り、「久しぶりだ」

「美味しくできるかな」等和気あいあいと料理されて、美味

しそうに召し上がられました。

たじま荘ロータリーでユニッ

ト調理を実施しました。外出及び

屋外に出るのは久しぶりとあつ

てか、皆さん、次第に顔がほこ

ろび、さつま芋と地域の特産で

あるニジマスを焼く、良いにお

いに「美味しそう、早く食べたい」

と声が聞こえてきました。食べ

終わると、「美味しかった。また、

やつて欲しい」との声を多く聞

くことが出来ました。

6
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い な ん ば 23号

星の郷では、外出や行事が自粛になる中、天気の良い日には

施設の周辺を散歩したり、ユニットで出来るレクリエーション

や調理を行い、少しでも利用者様に楽しい時間を過ごしていた

だけるように取り組んでいます。まるこガーデンに行くと、き

れいな花がたくさん咲いており、「きれいだね」「やつばり外は

気持ちがいいわ」と笑顔も多く見られました。

′
ヽ

外出が出来ない状況ですが、

まるこガーデンを散策 したり、

ジャガイモやさつま芋も植えた

り、少 しでも外の空気に触れ、

季節を感 じていただけるように

支援しています。

やはり皆さま、花を見ると笑

顔がたくさん見られます。

ちょつとしたことからでも笑

顔や楽 しみが見つけられるよう

に支援していきたいと思います。

´
|ヽ、

■
虹の郷では、利用者様の要望に添い生け花や麻雀、書道や屋外でのニジマス

釣りを楽しみました。

他にも、郷内での音楽クラブやテーブルバレー、ユニット調理など、支援員

も一緒になつて楽しんでいます。これからも元気に過ごしていただけるよう、

また利用者様の色々な表情が見られるよう支援したいと思います。

″ワ

/

彗0ま 荘

空 の郷

¨

―
―

ｒ
，
■
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感染症対策として、一時的に広い 1階ふれあ

いホールヘ引つ越して、サービスを提供させて

いただくことになりました。

最初は職員の戸惑いもあり、利用者様からも

「話しにくい」「家にいる方がいい」といつた声

もありましたが、言葉かけや家族様のご協力も

あり、今では “怖い病気だから仕方ない"と 多

1泊 2食6,800円～
※65歳以上 (平日)

くの方のご理解を得ることが出来ました。

これから先どうなるのか分かりませんが、ど

んな時でも充実した時間が過ごせるよう努めて

参りたいと思います。

※現在はアクリル板を設置するなど感染症対策を強化し

て、元の場所で営業しています。

主

な

人

の
動

き

転

出

者

●
令
和
二
年
三
星

十
百
付

近
藤
　
義
明

（あ
わ
じ
荘
参
事

兼
総
務
課
長
）

佐
藤
　
和
宏

（丹
寿
荘
）

加
藤
　
雅
弘

（朝
陽
ケ
丘
荘
）

転

入

者

●
令
和
二
年
四
月

百

付

藤
本
　
直
人

（丹
南
精
明
園
よ
り
）

総
務
課
長

永
田
　
克
己

（丹
寿
荘
よ
り
）

た
じ
ま
荘
支
援
員

新
規
採
用

●
令
和
二
年
四
月
一
日
付

和
田
　
悠
希

（た
じ
ま
荘
支
援
員
）

長
柄
　
　
歩

（た
じ
ま
荘
支
援
員
）

昇

存
」

●
令
和
二
年

四
月

一
日
付

惇

（た
じ
ま
荘
支
援
員
）

ミー1_
入L

*― ………*

家

族
禾0

△
ム
　
　
」」一Ｘ

副
会
長

会
　
計

理
　
事

酒
井
　
繁
夫

本
内
ち
か
子

小
野
　
俊
海

森
垣
　
真
悟

若
森
　
敏
夫

長
谷
川
　
潔

臣を

事

吉 伊
田 崎

幸 幸
男 光

∵
，

●
●
■

●

■

●
●
●

一
●
●
●
■
●
■

一
一
１
■

●

「ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
「ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
「テ
レ
ワ
ー
ク
」
「三

密
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
で

も
ま
さ
か

「オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
飲
み
会
だ
な
ん
て
、
ど
う
し

て
も
違
和
感
が
消
え
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
欠
落
し

て
、
視
覚
と
聴
覚
だ
け
の
世
界
、
言
っ
て
み
れ
ば
ゲ
ー
ム
感

覚
な
の
で
し
よ
う
か
。
画
面
越
し
に
ど
う
写
っ
て
い
る
の
か

を
気
に
し
て
ば
か
り
で
、
「Ｚ
０
０
Ｍ
疲
れ
」
し
て
し
ま
い

そ
う
。
早
く
こ
ん
な
日
が
過
ぎ
去
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、
心
よ
り
皆
さ
ま
の
こ
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

△編

集

一後
一一一
記 無料の1]一ヒーと

焼きたてバンを販売中

皆様のお越しをお待ち
います

営業時間

月～本  10:00～ 17:00
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